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に，都市規模別にランダムに 80 区市町村を対象にして， 
①運営主体の状況②ヘルパーの雇用形態③登録ヘルパー
の身分保障や活動内容，常勤へルパーの役割と守備範囲，
チーム運営方式の実施状況および，24 時間ケアへの対
応などを究明したものである。
当時，社会福祉政策は大きな転換期にあった。介護労
働においても自治体はますます民間事業に委託化されて
いった。ホームヘルパーの登録制度・パート化が進んだ。
住民主体の福祉行政に代わって，いわば，市場原理が主
体になる。こうした，政策転換に際して，なによりも要
介護者，社会的弱者の立場に立って，公務労働としての
ホームヘルプ労働の重要性を実践的にも，理論的にも明
らかにされていったのが原田先生であった。
原田先生はさらに研究を次の点において進めておられ
る。それは，都市部の単身の要介護高齢者が，地域で生
活を継続するための生活を営む力，生活力の形成である。
そこに，ホームヘルパーとしての生活援助がどのように
有効であるかを見ていくことである。いわば，ソーシャ
ルワークの原点である。今，私は，わくわくしながら先
生から学ぼうとしている。
退官に寄せて
原田先生の退官に寄せて
石田　一紀
